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ストラディヴァリウス＆Ｎ響
チャリティ・コンサート

井上道義 指揮   NHK交響楽団

～「日本SOS子どもの村」被災地の子ども支援～

2 0 1 3 年 1 2 月 1 7 日（火） 
19 : 00 開演（18 :00 開場）　

諏訪内晶子　ヴァイオリン
ストラディヴァリウス1714年製ヴァイオリン「ドルフィン」

石坂団十郎　チェロ
ストラディヴァリウス1696年製チェロ「ロード・アイレスフォード」

サン・サーンス 序奏とロンドカプリチオーソ イ短調 作品28
サン・サーンス チェロ協奏曲 第１番 イ短調 作品33 
サン・サーンス ミューズと詩人たち 作品132
ラヴェル ツィガーヌ
ラヴェル 舞踊音楽 「ラ･ヴァルス」 
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チケット一般販売開始　　S席 6,000円　　A席 4,000円　　B席 2,000円

お問い合わせ：日本音楽財団　03-6229-5566
※車いす席をご希望の方は、予め主催者へお問い合わせください。未就学児のご入場はご遠慮ください。
※公演内容に変更がある場合がございますので、あらかじめご了承ください。

チケット売上の全額は、NPO法人日本SOS子どもの村へ寄付され被災地の子ども支援のために使われます。

チケットお申込み
Bunkamura チケットセンター 03-3477-9999 (10:00～ 17:30) 
Bunkamura オンラインチケット http://www.bunkamura.co.jp/online/   
チケットぴあ （Pコード209-612） 0570-02-9999 (24時間受付）　 http://t.pia.jp/

9/2（月）

井上道義　指揮
1946年東京生まれ。桐朋学園大学卒業。ニュージーランド国立交響楽団首席客演指揮
者、新日本フィルハーモニー交響楽団音楽監督、京都市交響楽団音楽監督兼常任指揮者
を経て、2007年、オーケストラ・アンサンブル金沢音楽監督、ならびに石川県立音楽
堂アーティスティック・アドバイザーに就任。同年、「ショスタコーヴィチ交響曲全曲演
奏プロジェクト」を自ら開催し、音楽 ･企画の両面で大きな成功を収めた。1998年「フ
ランス政府芸術文芸勲章」、2010年「京都市文化功労者」を受賞。ラ・フォル・ジュ
ルネ金沢を含む多くの実験的企画を敢行し続けている。

ＮＨＫ交響楽団
NHK交響楽団の歴史は、1926年にプロ・オーケストラとして結成された新交響楽団
に遡る。その後、日本交響楽団の名称を経て、1951年NHK交響楽団と改称。今日に
至るまで、カラヤン、アンセルメ、カイルベルト、マタチッチなど世界一流の指揮者を次々
と招聘し、歴史的名演を残している。現在N響が擁する指揮者陣は、名誉音楽監督シャ
ルル・デュトワ、桂冠指揮者ウラディーミル・アシュケナージ、名誉指揮者ヘルベルト・
ブロムシュテット、名誉客演指揮者アンドレ・プレヴィン、正指揮者外山雄三、尾高忠
明。近年N響は、年間54回の定期公演（NHKホール、サントリーホール）をはじめ、
全国各地で約120回の演奏活動を行っている。また1960年以来の定期的な外国公演
など、その活動と演奏は国際的にも高い評価を得ている。

諏訪内晶子　ヴァイオリン
ストラディヴァリウス1714年製ヴァイオリン「ドルフィン」
1990年史上最年少でチャイコフスキー国際コンクール優勝。これまでに小澤征爾、マ
ゼール、メータ、デュトワ、サヴァリッシュらの指揮で、ボストン響、フィラデルフィ
ア管、パリ管、ベルリン・フィルなど国内外の主要オーケストラと共演。マールボロ、
ロッケンハウス、ルツェルンなどの国際音楽祭にも多数出演。2012年には、エリザベー
ト王妃国際コンクールヴァイオリン部門で審査員を務めた。2013から「国際音楽祭
NIPPON」を企画し、芸術監督を務めている。デッカより13枚のCDをリリース。

石坂団十郎　チェロ
ストラディヴァリウス1769年製チェロ「ロード・アイレスフォード」
1998年ガスパール・カサド国際チェロ・コンクール、2001年ミュンヘン国際音楽コ
ンクール、2002年第1回エマヌエル・フォイアマン・コンクールで優勝。2003年、
クシシュトフ・ペンデレツキ指揮ウィーン交響楽団との共演が世界に羽ばたく契機とな
り、ヨーロッパを中心に活躍する。2012年 12月には、彼の目覚ましい活躍とクラシッ
ク音楽界への貢献が顕彰され、斎藤秀雄メモリアル基金賞を受賞した。

渋谷区道玄坂 2-24-1 
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